
Title 参照の時代 : デジタルオーディオプレイヤーにみる
音楽聴取の未来

Author(s) 井手口, 彰典

Citation デザイン理論. 2005, 47, p. 19-32

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52991

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



学術論文 「デザイ ン理論』47/2005

参 照 の 時代

デジタルオーディオプレイヤーにみる音楽聴取の未来

井手 口 彰 典

大 阪大学大学院文学研究科
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O.は じめに

1.ウ ォークマン 持 ち出す(=Takeout)も の

2.デ ジタルオーデ ィオプレイヤー 参照する(=Referto)も の

3.キ ャッシュメモ リの性質

4.パ ラノ/ス キゾ デジタルオーデ ィオプ レイヤーの二面性

5.結 尾 デジタル オーディオ プレイヤーの新 しさとは

0.は じめ に

「デ ジタ ル オ ー デ ィオ プ レイ ヤ ー」 と呼 ばれ る商 品 が人 気 を博 して い る1。 メ ー カ ー や 関 連

団体 に よ って そ の 定義 には多 少 の揺 れ が み られ,ま た 同 じよ うな対 象 を 指 す 多 くの別 称 も存 在

す るが,基 本 的 に そ れ は,フ ラ ッシ ュ メモ リや小 型 ハ ー ドデ ィス ク な どを 記 憶媒 体 に利 用 した

携 帯 型 の音 楽 録 音 ・再 生機 器 を 指 す 代 表 的 呼 称 と考 え て差 し支 え な い だ ろ う。 「ポ ー タ ブル 」

な ど携 帯 性の 高 さ を意 味 す る言 葉 は含 まれ な いが,そ れ が 据 え置 き の大 型 オ ー デ ィオ機 器 を指

す こと は まず な い。

2000年 頃 まで の デ ジタ ル オ ー デ ィオ プ レイ ヤ ー は,数 百 メガ バ イ ト(以 下MB)の フ ラ ッ

シ ュメ モ リを 搭載 した もの が 中心 で,名 前 も 「MP3プ レイ ヤ ー」 「メ モ リプ レイ ヤ ー」 な ど

と呼 ば れ る こ とが 多 か った。 だが,特 に2001年10月 に初 代iPodが 発 表 され て 以 降,数 十 ギ ガ

バ イ ト(以 下GB)の 容 量 を持 つ ハ ー ドデ ィス クを搭 載 した製 品 が 多数 登 場 し,伴 って 呼称 も

「デ ジタ ル オ ー デ ィオ プ レイ ヤー 」 が 採 用 され る場 合 が多 くな って き て い る。 近 年 で は 多 くの

メー カ ー か らフ ラ ッ シュ メ モ リタイ プ/ハ ー ドデ ィス クタ イ プ の双 方 が ライ ンナ ップ され て お

り,ユ ー ザ ー は 自分 の好 み に合 わせ た 選択 が で き る よ うに な っ て きた。 フラ ッシ ュ メモ リ タイ

プ は低価 格 で軽 く音 飛 び も少 な いが,容 量 的 には ハ ー ドデ ィス クタ イ プ に太 刀 打 ち で きな い。

音 楽 隋報 はMP3,WMA,ATRAC3,AACな どの形 式 でオ ーデ ィオCDの1/10程 度 に ま
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で圧縮された後,こ れらの記憶媒体に保存される。

デジタルオーディオプレイヤーの外見上の大 きな特徴は,殆 どのモデルが記憶媒体をプレイ

ヤー本体に固定内蔵 している,と いう点だろう。フラッシュメモ リタイプのなかにはごく少数

ながら脱着式の外部記憶媒体(以 下,「 カー トリッジ」と表記2)を 用いるもの もあるが,そ れ

らにしても購入後の容量増補や,い わゆるカー ドリーダライタとしての利用を目的としている

のであって,ウ ォークマンのように,聴 く音楽に合わせたカー トリッジの交換が念頭に置かれ

ているわけではない。「グッバイ,MD」 とはiPodの 宣伝で用いられたキャッチフレーズだ

が,こ こでの 「MD」 とは他社のMDプ レイヤーを指すと同時に,交 換用カー トリッジとして

の"Mini-DISC"そ のものを指 しているとも考えられる。つまり,デ ジタルオーディオプレイ

ヤーが発 しているメッセージは,「 グッバイ,交 換式カー トリッジ」である3。

しか し,そ れにも拘わらず我々は,こ の新たな音楽メディアを旧来的な携帯型オーディオ機

器,た とえばウォークマンの延長線上に位置するものとして捉える傾向にある。Sonyが 自社

のデジタルオーディオプレイヤーを 「ネ ットワークウォークマン」と名付けている事実は,同

社がそれをウォークマンやディスクマン,MDウ ォークマンなどと同 じ系列に属するものだと

認識 していることを暗に示 している4。あるいはまた,東 芝のカタログは 「MD感 覚で気軽に

つきあえる。いつでも手軽に持ち出せる。」5と訴える。何百枚 ものCDを 持ち歩 くと 「厚い し,

デカイし,頭 重いし」となるところを,こ の新商品ならば 「ありったけの曲を,MDサ イズで

持 ち歩ける〃」 というわけだ。「グッバイ,MD」 と別れを告げた後に,そ の代わりとして我々

が手にするデジタルオーディオプレイヤーは,カ ー トリッジ交換の必要がない便利な大容量ウォー

クマンみたいなものとして我 々の前に立ち現れる6。

本論の基本的な問題意識は,デ ジタルオーディオプレイヤーをまさにそのように,ウ ォーク

マンの延長線上に位置す るものとして(無 条件に)捉 えることに対する,あ る種の違和感 に端

を発 している。それは,カ セットテープ ・CD・MDと 記憶媒体を移ることで世代交代 してき

たポータブルオーディ.オ機器が,フ ラッシュメモリやハー ドディスクという新世代のメディア

を選択 した姿に過ぎないのだろうか。否,筆 者には,デ ジタルオーディオプレイヤーと旧来的

なオーディオ機器 との間には,利 用する記憶媒体の種類や交換式カー トリッジの有無 という構

造上の違いを超えた,'も っと重大な相違が潜んでいるように思われてならない。本論文は以上

のような問題意識に立ち,近 年急速に普及してきているこの新たなガジェットを対象 として,

それが我々の聴取体験にどのような影響を与え,ど のような変化を引き起 こしているのかを考

察するものである。
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1.ウ ォークマン 持ち出す(=Takeout)も の

デジタルオーディオプレイヤーとの対比において,お そらく誰もが最初に思い浮かべるのは,

ウォークマンの存在だろう。 しか し,な らばそのウォークマンとは何だったのか。

ウォークマンが語 られる際,一 般 には,そ のコンパ ク ト性が最大の特徴として強調される傾

向にある。確かにウォークマンは,そ れ以前のオ門ディオ機器に比べて圧倒的に軽量かつ小型

であった。 しかし現実には,そ れがどれだけ軽 くどれだけ小さいかは,ウ ォークマンをウォー

クマンたらしめる決定的な要因ではない。段階的に軽量化 ・小型化 していったカセットテープ

プレイヤーが,一 定の閾値を下回ることで 「ウォークマン」という存在に 「なった」わけでは

ないのだ。

ならば,ウ ォークマ ンがまさに 「ウォークマン」であるためのユニークな特異性とは何か。

それは,ス テレオデッキとカー トリッジを,そ の所有者であるところの 「私」が屋外へと 「持

ち出す=Takeout」 ことを可能にした,と いう点にこそ求められるべきである7。それまで基

本的には部屋のなかに貯め込まれてきた音楽は,ウ ォークマンの登場によって初めて,鞄 やポ

ケットに入れ られて屋外へと持ち出されることになったのである。先に挙げたコンパクト性は,

そのような 「持ち出し」を可能にするウォークマンの十分条件の一つに過ぎない。

細川(1981)が 著作のなかでウォークマ ンをカーステレオとの対比において論 じているの

は,そ の意味で非常な慧眼である8。車は 「常 にリスニングルームの延長,住 居の延長」(34-5

頁)で あり,そ れ故,そ こに据え付けられたカーステ レオは,拡 張された私の部屋のオーディ

オとして体験 される。無論,変 化する車窓の風景は音楽聴取に少なからぬ影響を与えるだろう

が,音 楽が鳴 り響いているのはあくまで私によって支配された閉域であり,そ の意味で音楽聴

取における車窓の働きは,自 室におけるブラウン管のそれと大差がない。

一方,ウ ォークマ ンが我々に与えるのは,「都市の一部に浸透 した聴取体験」(ibid)で ある。

それは家という私空間を延長するものではない。我々は細川の言 う 「都市」,つ まり公共空間

へと,家 のなかから音楽を携えて越境 していくのである。

機能としての 「持ち出し」をウォークマ ンの特異性とするならば,用 いられるカー トリッジ

が具体的にどのような媒体であるのかは,そ れがウォークマン的であることを妨げない。ディ

スマンやMDウ ォークマン(な いし他社の同様の製品)は,持 ち出す媒体をカセ ットテープか

らCDやMDに 変えただけのものであり,そ れ故ウォークマンの延長線上に捉え られて然 るべ

きものである。

ところで,ウ ォークマンと共に持ち出されるそれ らのカー トリッジは,基 本的に 「蓄積」さ

れるものとして私に所有されている点に注意を向けておきたい。カセットテープは頻繁な書き

換えを念頭に置いたものではなく,再 生する音楽の切 り替えはカー トリッジの交換によって達

21



成される。交換 されたカー トリッジは,ア ーカイヴとしてそのまま持ち主たる私の手元に残る。

たとえその音楽に飽きて しまったとしても,カ セットテープは引き出しの隅で埃を被 ることに

なるだけであり,中 身の書き換えが行われることは稀である。このようにカセ ットテープの書

き換えが行われないのは,も ちろんそれがテープの音質を劣化させるか らだという技術的な理

由によるところも大きいだろう。 しか し,何 度上書きしても音質の劣化がない筈のMDに して

も,一 枚のカー トリッジだけをプレイヤーに入れっぱなしにして,そ れを何度も書き換え利用

す るといったことは,基 本的に行われない。

それ故,「持ち出す」 ものとしてのウォークマンにおいては,こ の蓄積され続けるカー トリッ

ジとどう付 き合うのかが重要な懸案になって くる。蓄積が進むほど,そ の全てを持ち出すこと

は困難になる。 ウォークマンを愛用するリスナーの鞄やポケットがカー トリッジでぱんぱんに

膨れあがっていたのを,我 々は前世紀によく見かけたものだ。

デジタルオーディオプレイヤーが世間から最初に注目されたのは,そ れが大量に蓄積された

パ ッケージをより容易に 「持ち出す」 ことを可能 にしたか らである。冒頭で紹介 した東芝の

「厚いし,デ カイ し,頭 重いし」 という文旬は,デ ジタルオーディオプレイヤーが我々をその

ような状態から開放してくれるのだ,と 暗に謳 っている。そのような観点からデジタルオーディ

オプレイヤーが捉えられる場合,内 蔵固定された記憶媒体は,カ セットやMDに 代わる巨大な

カー トリッジとして理解される。増え続ける音楽情報を蓄積するための記憶装置は,そ れ故,

大容量であればあるほどよい。それは自分の所有する全ての音楽情報を詰め込み持ち出すため

の,巨 大なダムである。数十GBの 容量を誇るハー ドディスクタイプのデジタルオーディオプ

レイヤーが,そ の価格や重量にも拘わらず高い需要を保 っていることは,そ れが多 くのユーザー

にとって 「持ち出す」ためのもの,つ まりウォークマンと同一の地平に立つものとして捉え ら

れ,ま た利用されていることを端的に示 している。またそれ故,も し今後 もデジタルオーディ

オプレイヤーがそうした 「持ち出す」 ものとして認識され利用 され続けるならば,そ の記憶容

量 は,ち ょうど90年代のパ ソコン用ハー ドディスクがそうであったように,技 術的な発展に

伴 って限 りな く拡大 していくであろうことを,我 々は容易に想像することができる。

2.デ ジタルオーディオプレイヤー 参照する(=Referto)も の

しか し,そ のような巨大なダムとしての働きがデジタルオーデ ィオプレイヤーの本質ならば,

記憶容量の少ないフラッシュメモリタイプは如何に安価 ・軽量 とはいえ,や がて駆逐されてい

く筈である。だがそのような推測は,現 実と合致 しない。それどころかフラッシュメモリタイ

プは,や がてその出荷数に置いてハー ドディスクタイプを上回るとも予測されている9。デジ

タルオーデ ィオプレイヤーの社会への浸透を見るとき,我 々は,そ れを単に 「持ち出す」もの=
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ウォークマンの延長として理解するだけでは捉えきれない現実にぶつかるのである。

ならばデジタルオーディオプレイヤーは,こ れまでのポータブルオーディオ機器とは異なっ

た,ま った く新 しいパラダイムから捉えられるべきではないのか。そのような問題意識に立つ

上で,非 常に豊かな示唆を与えて くれるのが,2004年1月 にAiwaか ら発売された 「ポータ

ブルソリッドメモ リプレイヤー」(商 品名はUZ-PS128,以 下 「UZ」 と略記)で ある。 この

製品は一見ただのヘッドホンであ り,ま た実際にオーディオ機器の端子に繋げば,そ のまま普

通にヘ ッドホンとして利用することもできる。 しかしその実,UZの 耳宛てにはフラッシュメ

モ リが内蔵されており,我 々はこのメモ リにヘ ッドホンを通 して聴いている曲を記録すること

ができる。 もちろん,USB経 由でパソコンからメモリへ直接音楽データを転送することもで

きる。

ある者 はこの商品を,「ヘ ッドホン型のデジタルオーディオプレイヤー」だと捉えるだろう。

そのような観点から言えばUZと は,立 方体+イ ヤホンを基本デザインとするデジタルオーディ

オプレイヤーの亜種であり,我 々はその一風変わったデザイン以外のどのような特徴もそこに

見いだすことができない。 しか し他方で我々は,こ のUZを 「デジタルオーディオプレイヤー

を内蔵 したヘッ ドホン」 として捉えることもできる。 この場合UZは,通 常のヘ ッドホンに

はない性質を有す る特殊な存在となる。その特徴は,メ モリに音楽を溜め込むことによって,

オーディオ機器(パ ソコンを含む)か ら切

り離 された状態でもその音楽を聴 くことが

できる,と いう点に求められる。

当た り前のことを言 っているように思わ

れるかもしれないが,こ のような視点の転

換は対象を分析する上で重要な意味を持つ。

次に示すのはUZの 広告チラシである。画

面中央に置かれたUZ本 体か らはコー ドが

伸びてお り,そ の先端は左手奥に描かれて

いるデフォルメされたパ ソコンに繋がって

いる。この絵が暗示しているのは,パ ソコ

ンの音楽を聞 くための 「ヘ ッドホン」 とし

てのUZの 基本的機能である。UZは コー

ドを引くことによって,屋 内に据え置いた

ままのパソコンに対して,そ こに記録され

ている音楽を 「参照する=Referto」 。我々 図1.UZ-PS128の チ ラ シ
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は屋外でUZか ら音楽を聴 くが,そ の音楽はウォークマンにおけるカセ ットテープのように

「持ち出された」 ものではない。本来それは,屋 内に設置されたオーディオ機器やパソコンか

ら(不 可視の)コ ー ドを通 じて引き出されてくる(べ き)も のである。しか し,そ のようなコー

ドは,通 常UZを 利用する際には意識されない。先ほどのカタログにおいてパソコンとコー ド

とが絵で描かれている(UZ本 体は実写)点 はその意味で示唆的である。描かれたパソコンや

コー ドはあくまでUZの 「参照する」働きを暗示するイメージに過ぎないのであり,我 々が実

際にUZを 使用する際に関係を持つのはその本体,つ まりヘッドホン部分だけなのである。

「参照」に不可欠である筈のコー ドは,UZが 屋外で使用される際には断線 してしまってい

る。 しか しそれにも拘わらずUZは,そ こに本来コー ドを通 じて引き出されるべき情報を予め

プール してお くメモ リが内蔵 されているが故 に,「参照する」 もの=ヘ ッドホ ンとして機能す

る。このような働きをするメモリを,我 々は一般に 「キャッシュメモ リ」 と呼ぶ。

キャッシュメモ リとはコンピュータ用語で,狭 義にはCPUと 主記憶装置の間に置かれた高

速アクセスを目的とするメモ リ群を指す。だがより広義には,情 報を一次的に備蓄する 「溜め

池」全般を指す場合 もある。たとえばポータブルCDプ レイヤーには音飛び防止のために幾ば

くかのメモ リが搭載されているのだが,そ れもキャッシュメモ リの一種である。振動に弱い

CDプ レイヤーは,CDを 読み取 るピックアップ部と,そ れを実際の音に変換する出力部(=

イヤホン)と の間に,予 めメモ リを配置 しておき,そ こに何十秒かの音楽情報を備蓄する。こ

の溜め池のおかげで,万 一振動によってピックアップ部からの信号が途切れて も,備 蓄情報が

あるうちはイヤホンから流れる音は途切れないのである。

UZに おけるフラッシュメモリの働きは,こ のキャッシュメモリに極めて近い。音飛び防止

のためのキャッシュメモリはせいぜい数十秒間の音楽を溜める程度だが,こ れが数百MBか ら

数十GBの 記1意容量を持つとどうなるのか。それがUZの 心臓部,す なわちパソコンとヘッ ド

ホンとを結ぶコー ドの途中に設けられた,巨 大なキャッシュメモ リである。キャッシュメモ リ

に何十時間かの音楽情報を読み込ませておけば,本 体であるデータソース(た とえばパ ソコン)

からの情報供給が途絶えていても(=オ フライン,つ まり断線 していて も),音 楽は鳴 り続け

るのであるlo。

キャッシュメモリとしての記憶媒体は,た とえばカセ ットテープのような,旧 来的なそれと

は大きく性質を異にする。両者は,リ スナーが聴きたい音楽をいつでも・どこでもその耳元に

提供するという最終的な目的こそ同一であるが,そ の目的を達成するための仕組みが根本的に

違 うのである。「参照」によってその目的を達成するキャッシュメモ リは,情 報を一次的にプー

ル してお くものであって,本 来,蓄 積 していくものではない。キャッシュメモリ自体は利用の

頻度やシー ンに応 じた記録内容の書き換えを前提にしており,旧 来的な感覚で言うところの音
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楽の蓄積は,(後 でも詳 しく論 じるが)そ れよりも一つ先行するレベルのデータソースにおい

て行われる。

3.キ ャッシュメモリの性質

ところで,キ ャッシュメモ リの容量,つ まりプールできる音楽情報の時間的な長さは,そ れ

がどれだけ 「断線する」のかに応 じて,あ る程度の理想的な値を求めることができる。ポータ

ブルCDプ レイヤーの音飛びガー ドに数十時間ものキ ャッシュメモ リが必要でないことを考え

れば,そ れは容易に理解できるだろう。それとまった く同様に,デ ジタルオーディオプレイヤー

とその背後にあるパソコンやオーディオ機器 との断線が,た とえば朝家を出て夜に帰って くる

までの十時間と決まっているならば,そ れよりも極端に長 い数百時間分の記録容量は,そ れが

キャッシュメモ リとして利用される限りにおいて,実 はあまり重要ではない。このことは,先

に確認 した 「持ち出す」ためのパ ッケージの容量が,大 きければ大きいほどよいとされるのと

は対照的である。

メモ リの担う役割 とその容量の関係について考える上で,デ ジタルオーディオプレイヤーの

火付け役であるiPodシ リーズのラインナップがどのように推移 してきたかに目を向けること

は有意義である。2001年10月 に容量5GBで 初代iPodが 発表 されて以降,2002年7月 には2

0GBの 第二世代モデル,ま た2003年9月 には40GBの 第三世代モデルが登場 した。誕生から

最初の二年間だけを見れば,iPodは 大容量化を目指 したマイナーチェンジを繰 り返 してきた,

と評することができる。 しか し,iPodの 容量拡大はこの40GBで ス トップする(音 楽に合わ

せて写真 も取 り込めるiPodphotoに ついては,2004年10月 に60GBの モデルが登場 してい

る)。さらなる容量拡大に代わってAppleが 採った戦略は,む しろそれを縮小化する方向であっ

た。2004年7月 にはiPodminiが4GB(た だし2005年2月 には6GBモ デル追加)で ,さ

らに2005年1月 にはフラ ッシュメモ リタイプのiPodshuffleが512MB/1GBで,そ れぞ

れラインナップに加わる。 もしも容量の拡大がそのまま理想的な製品像への接近を意味するの

であれば,miniやshuffleの 登場はその理想を損なって然 るべき退行である。 しかし,周 知

のとおりminiとshuffleは 何れも初回ロットが即完売になるほどの人気商品となったのであ

り,iPodの ブラン ド名はむ しろこれ らの商品によって一層広まったと言える。それらは,単

なる 「低機能な廉価版iPod」 ではない。Appleの 商品戦略は,ユ ーザーがキャッシュメモ リ

としてのデジタルオーディオプレイヤーの役割に,無 意識にであれ気づき始めたことを映 し出

しているようにも思われる。

ところで,キ ャッシュメモリとしてのデジタルオーディオプレイヤーは,そ れ自体が無制限

の容量を希求 しない代わりに,そ の背後に自分自身よ りも大きな容量のデータソースを必要 と
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する。 というのも,参 照先であるデータソースに蓄積された情報の総量がデジタルオーディオ

プレイヤー自身の容量 よりも小さいのならば,プ レイヤーはそもそもキャッシュメモリとして

の役割を果た しようがないからである。ただし,こ こで言うデータソースとは,ウ ォークマン

における蓄積されたカセッ トテープがそうであるように,私 によって 「所有」 されたものであ

る必要がない。データソースは私物 として持ち出されるものではな く,た だ 「参照」できさえ

すればよいのである。従ってそれは,私 の部屋のパソコンに保存された幾ばくかの情報である

ばか りでな く,イ ンターネ ット上に存在 し利用することのできるあらゆる音楽情報でもありう

る。iPodの 成功が音楽配信サイ トiTunesMusicStore(iTMS)に 多 くを負 っていることは

広 く知 られているが,ユ ーザーにとってのiTMSと は,代 価 と交換に利用できる巨大な(数

十ギガ程度の記憶媒体には到底収まりきらない)デ ータソースなのである。

しかし,背 後にそのような巨大なデータソースが存在していたとしても,ユ ーザーがそのソー

スに 「いつでも ・どこでも」望むままにアクセスし,ま たス トレスな くそれを利用することが

できるのであるなら,畢 竟,キ ャッシュメモリは必要とされない。データソースとイヤホンの

間にわざわざ溜あ池を作 る必要があるのは,第 一に,デ ータソースから送 られてくる情報が何

らかの理由でス トップしてしまう怖れがある場合か,あ るいは第二に,そ の情報が送 られてく

る速度が利用サイ ドのニーズ(た とえば音楽の再生速度)よ りも遅い場合,に 限られる。あら

ゆるキャッシュメモ リは,こ れらの不都合を利用サイ ドに感 じさせないことを目的に設置され

る。 ポータブルCDプ レイヤーにおける音飛び防止 メモ リは前者 の,ま たパ ソコン内部で

CPUと 協働するSRAMは 後者の代表的な例であろう。

今日デジタルオーディオプレイヤーがキャッシュメモリとして機能 しているのは,デ ータソー

スの利用にそのような不都合が生 じているからに他ならない。デジタル録音された音楽情報は,

通常の音楽CDク オ リティ(16bit/44.1kHz/S七ereo)で は単純計算で1秒 あた り1400Kbit

ほどの容量になる。MP3な ど近年の音声フォーマッ トはこれを1/10程 度にまで圧縮するが,

それでも秒間140Kbitで ある。 もしもデータソースとの間をUSBや 光ケーブルなどの物理

コー ドで結べば,こ れを遙かに上回る速度で音楽情報を転送することが可能になるが,し か し

我々は,そ のようなコー ドを引っ張ったまま屋外に出歩 くことはできない。一方,今 日一般的

に用いられている屋外無線通信は,代 表的なAirH"の サービスで秒間128Kbit程 度(05年 春

現在)で あり,音 楽再生に必要となる秒間140Kbitを 下回っている。 しか もこれは理想的な

環境における最高速度であり,実 際には常にこれほどのパフォーマンスが出るわけではない。

加えて山間部や ビルの奥などいわゆる 「圏外」では,通 信そのものが成 り立たない,つ ま り

(比喩的な意味で)断 線 してしまう。

このように,音 楽再生に限って言えばデータソースにアクセスするための理想的な通信環境
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は未だ整っていない。断線 ・低速度 という事実が,キ ャッシュメモ リを要請するのである。今

日のデジタルオーディオプレイヤーがキャッシュメモ リと同義である理由はそこにある。 しか

しそれは,も しもそのような不都合が取 り払われるのであれば,キ ャッシュメモ リはその存在

意義を失 う,と いうことを意味してもいる。朝家を出てか ら夜帰ってくるまでの間,物 理 コー

ドの断線にも拘わらず,再 生速度を超えるスピー ドで常時データソースを参照 し続 けることが

可能ならば,キ ャッシュメモ リは必要がないのである(そ してそのような環境は,今 後十分に

実現可能である)ll。デジタルオーディオプレイヤーにおける記憶媒体=キ ャッシュメモ リの

存在は,不 自由な条件下における暫定的な機能に過ぎないのであり,決 して本質的なものでは

ない。「参照す る」 ものとしてのデジタルオーディオプレイヤーは,理 想的な環境を手にする

ことによってキャッシュメモリとしての役割を放棄 し,む しろ通信端末へと変化 していくだろ

う。

4.パ ラノ/ス キゾ デジタルオーディオプレイヤーの二面性

だからこそ,「参照する」 ものとしてのデジタルオーディオプレイヤーは,「持ち出す」もの

としてのそれとは目指すべき完成像を異 にする。ポス トモダンを論 じるなかで,精 神医学用語

による現代人の類型化を日本に紹介 したのは浅田彰だ ったが,そ の表現を借 りて両者の特徴を

一言で表現するならば,「持ち出す」 ものに対 して抱かれる欲望がパラノイア的であるのに対

して,「参照する」 ものに対するそれはスキゾフレニー的である12。

大容量ハー ドディスクタイプのデジタルオーデ ィオプレイヤーは,大 量の音楽情報を自分

(だけ)の ものとして貯め込み,そ れらを丸ごと身につけて持ち出すパラノ的欲望を充足させ

るだろう。それはカー トに満載 した同人誌をどこにでも引いていく前世紀的なオタクイメージ

とも重なる。何台 ものiPodを 所有 し,自 分の持つあらゆる音楽を詰め込んで持ち歩 くハー ド

ユーザーは,現 実に存在するのである。1ダ ース収容のiPod専 用キャリングケースも,制 作

者がどこまで本気なのかは別にして,実 際に製品化されている。

この場合,デ ジタルオーディオプレイヤーは持ち主 にとっての宝箱であると同時に,己 の分

身,存 在の証ともなる。パラノイアの典型的な症例が,特 定の 「モノ」に対 して異常な執着を

見せたり,そ れを自分自身の投影 と見なしたりするものであることを思い出されたい。特にデ

ジタルオーディオプレイヤーの場合,な かに詰まっているのが音楽,つ まり無体物であるため,

プレイヤー本体が 「私の所有する音楽」の物象化 した姿ないしはその依 り代であると見なされ

やすい。そこでは有体物としてのプレイヤーそれ自体が,パ ラノ的な所有の欲望を充足させる

役割を担 うことになる。またそれ故,依 り代 としてのデジタルオーディオプレイヤーのデザイ

ンは,他 の何者でもなく,端 的に 「デジタルオーディオプレイヤー的」であることを目指すだ
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ろう。 もちろん,ど のようなデザインが 「デジタルオーディオプレイヤー的」であるのかは,

個々人の幻想の総体として社会的に決定されるわけだが,少 なくともこのことは,後 で見るよ

うにフラッシュメモ リタイプのものが時に 「アクセサ リー的」であろうとする傾向を持つのと

好対照を成す。

パラノ的欲望はさらに,ハ ー ドディスクのなかに記録 された音楽を,全 て リス トアップし,

整理 し,ま さに彼自身によって所有されたものとして統率 しようとするだろう。作成されたリ

ス トは,彼 自身の音楽的趣味ばか りか,こ れまで彼が歩んできた歴史やその人 となりまで映し

出すものとして理解 される。彼はリス トのなかからその時々の気分や環境に合わせて曲を能動

的に選択 し,ま さにそうすることによって自分 自身の音楽聴取体験そのものを制御する。全て

を自分の手のなかに収め統率すること,そ れがパラノ的欲望の目指す最終地点である。

ただし,そ うした欲望は,デ ジタルオーディオプレイヤー登場以前の音楽ガジェット,た と

えばウォークマンにおいて も確認できるものであった。 もちろんその欲望が十分に満たされた

かどうかは別問題だが,欲 望の現れ方 自体は別段新 しいものではない。

それに対 して,「参照す る」 もの,つ まりスキゾ的なデジタルオーディオプレイヤーにおい

ては,ガ ジェットそれ自体のレベルでの音楽の蓄積が目論まれない。欲望はもはや,持 つこと ・

貯め込むことによっては昇華されないのである。従って 「モノ」 としてのプレイヤーは,小 さ

ければ小さいほどよい(iPod``many)と いうばかりではなく,そ もそも存在 している必要が

ない。持 っているのを忘れさせることが望まれるのである。それは今 日,技 術的な限界から幾

ばくかのサイズの有体物 として存在 しているが,理 想的には消滅へと向かう。

だか らこそ,い ま仕方なく存在 しているプレイヤーのなかには,本 質的に必要のないその躯

体にアクセサ リー的な価値を帯びさせることで,あ る種の 「存在のいいわけ」を用意するもの

も現れる13。ネックレス型,ペ ンダン ト型などと呼ばれるデジタルオーディオプレイヤーがそ

の典型例だが,そ れらの製品にとってはプレイヤーとしての存在を主張 しないことこそが最大

の売 り文句 となる。またiPodやiPodminiが,オ ーディオ製品らしからぬ 「お洒落な」外

観で人気を呼んだこ・とも周知のとおりである。それらは確かに大容量のハー ドディスク型だが,

必ず しも蓄積のイコンとしてパラノ的に利用されるばかりではない。iPodの シルエ ットは,

一方では社会全体に共有された 「持ち出す」 もののイメージに修正を求めもするが
,し かし他

方では,ま すますプレイヤーとしての己の姿をあやふやにしていくだろう。

こうしたプレイヤー本体のデザインの問題 に関係 して,GUCCI,LOUISVUITTON,

COACHな ど高級ブラン ドか らiPodやiPodminiの 専用ケースが発売され人気 となってい

る事実にも目を向けておきたい。プレイヤー本体をすっぽ りと覆うブランド製ケースは,な か

に納められ るiPodを モノグラムの背後に隠 して しまう。それは所有者のステータスシンボル
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でありえても,も はや蓄積のイコンではな

い。防水 ・耐塵などを目的としたケースな

らばウォークマンにも存在したが,ア クセ

サリー的な記号としての働きを強 く持つブ

ランド製ケースが多数登場 し,ま た実際に

売れているのはiPodに 特徴的に見 られる

現象である。もちろん,本 体を完全に覆 う

ようなケースが登場 してきた背景には,カ ー

トリッジの脱着が不要 になったからだ,と

いう理由を挙げることもできるだろう。 し

図2.RetroPod〈http://www.retropod.com/〉

かし,ブ ランド製ケースの流行はそれ以上に,欲 望の矛先が必ず しもiPodそ のもののシルエッ

トに向かなくなってきてていることを示唆していると思われる。

だがブランド製ケース以上に我々の関心を惹 くのは,ウ ォークマン風iPodケ ース,な るも

のの存在だろう。「RetroPod」 は,80年 代後半のウォークマン,SPORTSWALKMAN

WM-F45の 外装をそのまま使用 し,内 側にiPodを 収納するものである14。往時のスポーツ仕

様ウォークマンの外装は,今 日の我々には若干大きく感 じられるものであり,ま たケースの外

からiPodを 直接操作することもできない。 もちろん骨董的 ・ブラン ド的な付加価値も殆どな

い。 しか しそれにも関わ らず,iPodユ ーザーのなかには,こ のような商品を 「面白い」 と感

じ,わ ざわざその中に(本 来の携帯性や利便性を犠牲にしてまで)iPodを 入れる人々が存在

する。

ユーザーにそこまでさせる 「RetroPod」 とは何なのか。それは,音 楽プ レイヤーらしから

ぬお洒落なiPodに,所 有の欲望の依り代,蓄 積のイコン,全 ての音楽を持ち運ぶマザーベー

スとしてのウォークマン的外見を纏わせるものである。「RetroPod」 がこれほど話題になっ

たのは,iPodの デザインを賞賛するスキゾ的感性が存在するのに並行 して,ウ ォークマン的

な外見を求あるパラノ的感性も(無 意識的にであれ)依 然として存在 していることを示す,一

つの証左 と言えるのではないだろうか。

スキゾ的感性はプレイヤーの外見にばかりではなく,そ の聴取のスタイルにも特徴的な変化

をもたらす。デジタルオーディオプレイヤーにおいて近年急速に注目を集めている機能,「シャッ

フル再生」に注 目しておくことは,そ の意味で有意義であろう。 ランダムに曲順を入れ替えて

再生する機能自体は,決 して目新 しいものではない。だが,そ れが 「参照す る」 ものとしての

デジタルオーディオプレイヤーに採用され利用されることは,旧 来とは異なった特殊な意味を

持つ。
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既に確認 したように,パ ラノ的欲望は対象を占有 し,そ れを階層化 し分類 しラベ リングする

ことで,自 らの統率下に置 こうとする。だがスキゾ的な欲望がそのような所有のリス トを指向

することはない。「参照」先となるデータソースに納められた楽曲は時に膨大な数になるが,

それ らは階層化やラベ リングによる整理(=所 有者による全貌の把握 と統率)を 経ないまま,

無秩序に利用される。iPodshuffle(何 という端的なネー ミング!)に は,再 生する楽曲タイ

トル,つ まり蓄積のリス トを表示するためのディスプレイが付いていないが,そ れは小型化の

ために機能が犠牲にされた結果ではない。スキゾ的欲望にとって,デ ィスプレイは最初か ら必

要がないのである。

代わ りに重視されるのは,如 何に軽やかに対象にアクセス し,そ れを楽 しみ,ま たそこか ら

離脱するかというフットワークの軽さである。シャッフル再生においては,ま った く異なった

ジャンルの音楽が数分間毎に切 り替わり,リ スナーはその雑多で無秩序な状況それ自体を分裂

的 ・刹那的に楽しむことになる。流れてくる楽曲に一貫性は必要ない。時折生 じる 「特定の瞬

間に,特 定の音楽を」 というニーズは,ボ タンーつで達成される。その後は,ま たシャッフル

再生の波に身を委ねればよい。

シャッフル再生はまた,放 っておけば無数の曲のなかに埋 もれたまま決 して再生されること

のなかったであろう楽曲を実際の聴取の場に引き上げる,殆 ど唯一の手段 ともなる15。もちろ

ん,あ のアーティス ト,こ のジャンル という好き嫌いは残 るだろうが,そ れ もデータソースに

施す最低限のゾーニングで解決できる。それで もなお流れて くる音楽が気に入 らないのであれ

ば,そ の曲だけキャッシュメモリから削除 して しまえばよいのである。削除に躊躇は必要はな

い。メモ リから消えたとしても,そ の楽曲は望めばいつでもまた 「参照」できるのだか ら。

シャッフル再生の流行は,膨 大なデータソースを有しつつもそれを能動的に統率 しようとし

ないスキゾ的感性が拡大 しつつある事実と,決 して無関係ではないのである。

5.結 尾 デジタルオーディオプレイヤーの新 しさとは

現代思想の領域では,こ れまでパラノ的な欲望が資本主義の主流であったことを反省 し,ス

キゾ的な社会への移行を唱えるような議論が多 く見られる。 しかし,も ちろんそれは,今 後ス

キゾ的なものがパラノ的なものを駆逐 し世界の主流になっていく,と いうことを意味 している

わけではない。同様に,デ ジタルオーディオプレイヤーの出現 とその流行は,パ ラノ的ウォー

クマンに代わるスキゾフレニーの勝利なのではない。蓄積し,所 有 し,統 率 しようとする欲望

は,今 後 も決して消滅することはないだろう。現に,デ ジタルオーディオプレイヤーという一

つの枠組みのなかにおいてでさえ,パ ラノ的/ス キゾ的なキ ャラクター分化が生 じてきている。

Sonyの ネットワークウォークマンが前者の代表なら,iPodshuffleは 後者の代表だろう。 し
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か し,そ の よ うな 大 雑 把 な キ ャラ ク タ ー特 性 が 個 々 のモ デル にあ るにせ よ,デ ジ タル オ ー デ ィ

オ プ レイ ヤー は全 体 的 に言 って,パ ラ ノ/ス キ ゾ双 方 の 性 質 を一 台 の機 器 が担 って い る。 ユ ー

ザ ー はiPodを 蓄 積 の イ コ ン と して も,キ ャ ッシ ュ メモ リと して も利 用 す る こ とが で き るの で

あ る。 それ は我 々 に,自 らの 欲望 を どの よ うに昇 華 させ るか とい う選 択 の 自由 を与 え る。 デ ジ

タル オ ー デ ィオ プ レイ ヤー は,音 楽 とのパ ラ ノ 的 な付 き合 い方 に加 え て,新 た に ス キ ゾ的 な 付

き合 い方 も可 能 に した とい う点 で評 価 され るべ き もので あ ろ う。

だ が,そ の よ うな新 しさ に も拘 わ らず,デ ジタ ル オ ー デ ィオ プ レイ ヤ ー は依 然 と して 変 化 の

途 中過 程 に位 置 す る もので あ る。 そ れ は通 信 速 度 の高 速 化 とユ ビキ タ ス ・コ ン ピュ ーテ ィ ン グ

の達 成 に よ り,現 在 の よ うな キ ャ ッ シュ メ モ リ と して の在 り方 を 放棄 し,携 帯 電 話 との一 体 化

を 図 りつ つ,や が て は イ ヤ リン グの よ うな超 小 型 通 信 端 末 へ と変 わ って い くだ ろ う。

ウ ォー クマ ンが登 場 した と き,そ れ を 「ノ マ ド」 と い う言 葉 で 評価 す る こ とが盛 ん に行 わ れ

た。 カ セ ッ トを鞄 に満 載 した ウ ォー クマ ン愛 好 家 は,パ オ を馬 に積 ん で移 動 す る遊 牧 民,貝 殻

ご と移 動 す るヤ ドカ リ,カ ー トに 同人 誌 を 満 載 して ど こ にで も持 ち歩 くオ タ ク と 同 じ く,20

世紀 的 ノマ ドの 象 徴 で あ った だ ろ う。 しか し,「 参 照 す る」 もの と して の デ ジ タル オ ー デ ィオ

プ レイ ヤ ー は,そ の よ うな 「ノマ ド」 の延 長 線 上 に は い な い。 デ ジ タル オ ー デ ィオ プ レイ ヤ ー

の未 来像 が我 々 に示 す の は,た った一 本 の不 可 視 の コ ー ドを 引 いて,そ れ以 外 はパ オ も貝 殻 も

カー トも持 たず,裸 一 貫 で 世 界 に飛 び 出 す 人物 の姿 で あ る。 しか しそ の不 可 視 の コー ドは,こ

れ まで の個 人 に よ る あ らゆ る所 有 を上 回 る,巨 大 な参 照 系 に常 時 接続 され て い る。 所 有 は ます

ます 意 味 を持 た な くな り,限 りな く膨 れ あ が る参 照 系 は や が て世 界 そ の もの と合 一 化 す るだ ろ

う。 何 も持 た ず,全 て を参 照 す る。 必 要 な の は,私 と世 界=参 照 系 を結 ぶ ただ 一 ヒ)の通 信 端 末,

不 可 視 の コー ドだ け で あ る。

我 々が 「デ ジタ ル オ ー デ ィオ プ レイ ヤ ー と は何 なの か(何 だ っ た のか)」 を 正 し く評 価 で き

るの は,も しか した らそ の よ うな時 代 が 到 来 した 以 降 な の か も しれ な い。

注

1米Jupitermediaの 調査部門であるJupiterResearchは,米 国のデジタルオーデ ィオプ レイヤー市場

に関す る レポー トの なかで,市 場 が2010年 まで毎年10%以 上 の成長率を維持 し,さ らに同年までに合

計5,610万 台が普及 する との予測を出 している。

<http://www.jupiterresearch.com/bin/item.pl/home>

(2005年5月 現在。 ウ ェブペ ージの引用について は,以 下全て同様)

2厳 密 にはCDな どのデ ィスクは 「カー トリッジ」ではないのだが,本 論では議論の便宜性か ら以下カー

トリッジと総称す ることにす る。
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3「10,000曲 もの 音 楽 をtケ ッ トに入 れ て 持 ち歩 け る の で,iPodが あ れ ば も う,た く さん のcDや 何

百 枚 ものMDを 鞄 に詰 め込 ん で 持 ち 歩 く必 要 は あ りませ ん。 〔中略 〕iPodな ら,街 を歩 い て い る とき

や 通 勤 の電 車 内 な どで,煩 わ しさを 感 じて いた デ ィス クの交 換 作 業 か ら解 放 され ま す。」

<http://www.apple.com/jp/ipod/goodbyemd/index。html>

4『Sonyウ ォー クマ ン総 合 力 タ ロ グ』2004年9月 。

5『TOSHIBAデ ジ タル オ ー デ ィオ プ レー ヤ ー』 商 品 カ タ ロ グ,2004年8月 。

6家 電量 販 店 の デ ー タ を集 計 したGfKJapanの 調 べ に よれ ば,デ ジタ ル オ ーデ ィオ プ レイ ヤ ー の全 ポ ー

タ ブ ル オ ー デ ィオ に お け るユ ー ザ ー シ ェア率 は,2005年1月 にそ れ まで 首位 だ ったMDを 抜 いた 。

7ド ゥ ・ゲ イ,ポ ール(他)『 実 践 カル チ ュラ ル ・ス タ デ ィー ズ ソニ ー ・ウ ォー ク マ ンの戦 略 』,暮 沢

剛 巳(訳),大 修 館 書 店,2000年 。特 に 第六 章 を参 照 。

8細 川 周 平 『ウ ォー クマ ンの 修 辞 学』,朝 日出版 社,1981年 。

9前 出JupiterResearchに よ る報 告 で は,今 後iPodshuffleの よ う な フ ラ ッ シ ュ メモ リ型 プ レイ ヤ ー

が伸 び て くる と され て お り,2007年 に は 出荷 台 数 がHDDタ イ プ を上 回 る と の予 測 が な され て い る。

10一 般 に もよ く誤 解 され るこ と だ が,キ ャ ッシ ュ メモ リ とは,頻 繁 に用 い る情 報 を暫 定 的 に 溜 め て お く

働 き を担 う メモ リの総 称 で あ り,揮 発 性 の 有 無 は そ の 定 義 に は 含 ま れ な い。

11DDIポ ケ ッ ト(現WILLCOM)は,2004年12月 か ら通 信 速 度256Kbit/sの サ ー ビス を 一部 で 開始 す る

と 同時 に,通 信 の多 チ ャ ンネ ル 化 と変調 方 式 の改 良 に よ って2006年 中 に512Kbit/sを 達 成 す るロ ー ド

マ ッ プを 発 表 した。 通 信 圏 の 問題 も,衛 星 通 信 の 普 及 な どに よ って今 後 解 決 され て い くだ ろ う。

12浅 田彰 「逃 走 論:ス キ ゾ ・キ ッズの 冒険 』,筑 摩 書房,1984年 。

13一 例 と して,「mpioAD-FI.300は,ネ ッ ク レス タ イ プの ス タ イ リッ シ ュなMP3・WMA対 応 デ ジタ

ル オ ー デ ィオ プ ー レー ヤー で す 。 〔中 略〕 ジ ュエ リー カ ラ ー が 音 楽 プ レー ヤ ー を 高 級 な 魔 法 の ネ ッ ク

レス へ と変 え て くれ ます 。」<http://www.adtec.co.jp/products/AD-FL300/index .html>

14〈http://www.retropod.com/〉 図版 も同 ウ ェ ブペ ー ジか ら引 用 。 た だ し,Sonyか らの抗 議 を受 け現

在 は販 売 中止 に な って い る。

15こ の 点 に 関 し て は,WIREDNEWSの 記 事"MusicMagicFoundintheShuffle"[Leander

Kahney4。16,2004.]を 参 照 され た い。

<http://www.wired.com/news/culture/0,1284,63068,00.htm1>

※URLは 全 て2005年 春 現 在 。

32


